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穏やかな春の一日、宇都宮と館林に2つの美術館を

訪れました。宇都宮美術館では「宇都宮美術館開館

20周年記念-ベルギー奇想の系譜展」、群馬県立館林

美術館では企画展「清宮質文と版画の魅力」を鑑賞

しました。

宇都宮・館林の
美術館を訪ねて

「美術鑑賞」（その54）

　渋谷を定刻に発車したバスの中、講師の沼辺信一さん
の発話から研修が始まりました。私たちはこの美術研修

もは」力る見を絵「。たしまれ訪を館術美なまざまさに実、で
続。すまいてっ育に実確も」目る見を館術美「、がすでんろち
こ「」いしら晴素がろことなんど「の館術美のそ、とるいてけ

んな欠点がある」ということがわかるようになってきます。
　ところで、都内の美術館はどうでしょうか？展覧会のた
めの入れ物になっていませんか？ぜひ海外に行ってみて
ください。パリ、ロンドン、ベルギー、サンクトペテルブルグ、
ニューヨーク。どこもそれぞれ建物やロケーションのことも
考え、もちろんコレクションや展覧会のことまで目を光らせ
て考えている美術館がたくさんあります。
　日本でも、地方にはまだ訪れたことのない知らない美術
館がたくさんあります。美術館を訪れたら、一つひとつの作
品を丁寧に鑑賞するのはもちろんですが、美術館全体を見
て、美術館自体を味わってみてください。その美術館の考
えに触れ、そこに身を置いて時を過ごす醍醐味を知ってく
ださい。わざわざ出かけていくと、アッと驚く体験がきっと
待っています。
　さて、今日最初に訪れる宇都宮美術館は20世紀のデザ
インミュージアムにふさわしい素晴らしい美術館です。ベ
ルギーコレクションのよりすぐりとともに味わいましょう。
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